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１． はじめに
アコヤ貝殻はバイオミネラリゼーションにより

産生される物質で，真珠生産に伴い三重県では約

800 トン／年発生するが，その用途が無く商業的

なリサイクルはほとんど行われておらず，その有

効利用法の開発が課題となっている．

そこで筆者らはアコヤ貝殻を原料としてケイ酸

カルシウム系多孔質体を水熱合成し，そのもの単

独及びその光触媒コーティング物によるホルムア

ルデヒド除去能を検討し，その有用性を報告して

いる 1,2,3)．

本報では，この光触媒コーティング物を用い新

たに発光ダイオード（LED）により光を照射して

ホルムアルデヒドを除去する方法を検討した 4)の

でその概要を報告する．

２． 実験方法

２．１ 多孔質体光触媒ハイブリッド体

の調整
アコヤ貝殻粉体の仮焼物にアルカリ水溶液とコ

ロイダルシリカを添加し，ケイ酸カルシウム水和

物系の多孔質体を水熱合成した．こうして得られ

た多孔質体を圧縮成型して成形体（寸法：15×60

×6.5～8.0 mm）を調整し，その表面に可視光応

答型の光触媒をゾルゲル法によりコーティングし

て実験に供した．

２．２ ホルムアルデヒド除去能の評価

調製した多孔質体光触媒ハイブリッド体一個を

石英セル内に設置した後，放射光波長特性の異な

る 3 種類のＬＥＤを用い各々の光照射下で，ホル

ムアルデヒド標準ガス(初濃度：約 39 pp(v)m)を

ガラスポンプを用いて循環させ一定時間毎にサン

プルガスを採取し，その濃度を測定することによ

り，ホルムアルデヒド吸着分解能を評価した．

３． 結果と考察
ホルムアルデヒド除去能の評価結果例を図 2 に

示す．この実験結果からわかるように，ホルムア

ルデヒドは短時間の内に除去され，その除去能は

回生される事がわかった．こうした事から，当該

手法による空気浄化法はシックハウス症候群原因

物質の除去に有用であると考えられる．

実験結果より，放射光ピーク波長 395nm 及び

373nm の紫外線発光 LED を用いた場合，約 30

図１ ホルムアルデヒド除去能評価装置
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